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資  料   

海産魚介類における種苗生産期の疾病発生状況  

（2000～2006年度）  

西岡豊弘＊1・藤本 宏＊2・岡 雅一＊3・有元 操＊4  

DiseasesofMarineFishandShellnshinHatcheriesinJapan  

TbyohiroNISHIOKA，HiroshiFuJIMOTO，MasakazuOKA，andMisaoARIMOTO  

Awidevarietyofdiseaseshavebeenreportedtooccurinlarvaeandjuvenilesofmarine貢shesand  
ShellnshesduringseedproductioninJapan・WithfundingfromtheJapanSea－FarmlngAssociation，theNa－  

tionalResearchInstituteofAquaculture，FisheriesResearchAgency，Japan，CO11ectedinfbrmationonnsh  

andshellnshdiseasesoccurrlnglnPublichatcheriesinJapan・Fromflscalyear2000to2006，atOtalof444  

diseasecaseswerereported，includingviral（22％），bacterial（36％），fungal（9％），ParaSitic（13％）and  

Other（20％）・ⅥralnervOuSneCrOSis（VNN），iridoviruSdiseaseandviralepidermalhyperplasiawerethe  

mqjorviraldiseasesamongnnnsh，Whereaspenaeidacuteviremia（PjWwhitespotdiseaseofshrimp；  

WSD）amongshrimpspeciesandamyotrophiainabalonewerethemainviraldiseasesofshellfish．Seven  

坑shspecieswerenewlyreportedasbeinghostsofVNNduringthisperiod・Themostprevalentbacterial  

diseaseswereglidingbacterialdisease，abdominalswe11ing，Vibriosisandbacterialenteritis・Fungaldisease  

WaSaPrOblemprlmarilylnCruStaCeanS，Whereasprotozoaldiseasescausedseriousparasitosisin貢n－nSh．  

Thetypeofdiseasesoccurrlngduringseedproductionduringthestudyperiodweresimilartothosereport－  

edforthedecadefrom1989to1999，butnumbersofhostspeciesforviral，bacterialandparasiticdiseases  

Werefoundtohaveincreasedduringthisperiod・  

2009年4月10日受付，2009年7月24日受理  

我が国では，沿岸の水産資源を積極的に維持し増大を  

図る一手法として，海産魚介類を対象とした栽培漁業  

が，1963年から推進されている1）。栽培漁業の普及に  

伴い，対象種の種苗生産に関する技術も急速に発展し，  

2006年には全国で魚類，甲殻類，その他の水産動物（軟  

体動物類および辣皮動物類，以下，その他）を合わせて  

94種が種苗生産され，これらのうち32種で年間100万  

個体以上の種苗が生産され，放流のみならず養殖にも利  

用されている2）。一方で，種苗生産現場では様々な疾病  

が発生し，ウイルス性神経壊死症（viralnervOuSneCrOSis：  

VNN），クルマエビ急性ウイルス血症（penaeidacute  

viremia：PJW），細菌性腸管白濁症，細菌性腹部膨満症，  

甲殻類の真菌症などの疾病は，種苗生産に重大な被害を  

及ぼすことが報告されており3‾5），種苗生産効率の低下  

を招くことが懸念される。このことから，旧社団法人日  

本栽培漁業協会（以下，日栽協）は，1989年から水産  

庁の委託を受け，種苗生産期に発生する海産魚介類の疾  

病発生状況や生産現場での対処法を把握し，魚病被害の  

低減化と疾病発生の防除に役立て種苗の安定生産に繋げ  

るために情報を交換する目的で，種苗期疾病情報事業を  

＊1独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所魚病診断・研修センター 〒516－0193 三重県度会郡南伊勢町中津浜浦422－1   

NationalResearchlnstittlteOfAquaculture，FisheryResearchAgency，Minami－Ise，Mie516－0193，Japan   

toyohiro＠affkgo．jp  

＊2 独立行政法入水産総合研究センター小浜栽培漁業センター 〒917－0117 福井県小浜市泊26号  

＊3 独立行政法人水産総合研究センター本部 〒220－6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい2－3－3  

＊4  独立行政法人水産総合研究センター東北区水産研究所 〒985－0001宮城県塩釜市新浜町3－27－5  
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表l．2000年度に栽培漁業で種苗生産されている対象種  開始した。｝2005年からは，独立行政法人水産総合研究  

センターの事業の中で種苗期疾病情報として，同様に情  

報の収集および交換が行われ，現在は，養殖研究所の水  

産増養殖関係研究開発推進特別部会の情成部会である魚  

病部会傘Fの種苗期疾病連絡協議会により，情報交換が  

実施されている。1989年から1999年までの種苗生産現  

場における種苗期の疾病発生状況は，西岡らbおよび鴨  

志田ら7により取りまとめられている。ここでは，同様  

に2000年から2006年度における種苗期の疾病発生状況  

を取りまとめたので報告する。  

種苗期疾病情報 種苗生産期間中に発生した疾病または  

大量死亡例の情報の入手方法は，鴨志田ら7－の方法に準  

じた。すなわち，生産の対象種，発生時期，症状，種苗  

の飼育や被害状況および対処法について，種苗期疾病情  

報交換の参加機関からファックスや電子メールで入手し  

た。また，必要に応じ関係機関にアンケート調査を実施  

して入手した情報も用いた。  

参加機関 海産魚介類を種苗生産している全国の公的機  

関で，39都道府県の63の栽培漁業センターと16水産  

試験場，日栽協の16事業場（現独立行政法人水産総合  

研究センターの栽培漁業センターと栽培技術開発センタ  

ー）の計95機関（2000年3月現在）が参加械関である。  

疾病名 疾病名は基本的に日本魚病学会で選定された疾  

病名Rを使用した。本学会で選定されておらず，参加機  

関において一般的に呼称される疾病は，仮称（（仮）と  

記載）とし，原因については，情報提供者の推察に基づ  

き分類した。また，甲殻類の卵や幼生に感染する莫菌痛  

は広く知られており射，日本で発病が確認されている甲  

殻類の幼生の真菌病は，下等菌類である鞭毛菌類クサリ  

フクロカビ目に分類されることから10＼真菌症として  

取り纏めた。  

取りまとめ方法 提供された情報を基に種苗生産対象  

種，疾病の原因，発生地域．被害の状況および主な疾病  

の発生状況について，鴨志田ら7の方法に準じ整理した。  

すなわち．疾病報告件数は，年ごとに1機関の単一の生  

産対象種においてlつの疾病が発生した場合を1件と  

し，表中に飼育事例別の疾病発生事例数も併記すると共  

に，疾摘発生時の生産対象種の大きさおよび発育ステー  

ジを示した。  

種苗生産対象種 2000年度の種苗生産・人手放流実績  

に記載されてい る放流用に種苗生産されている種類を表  

1に示した。なお，ウミガメ類は除いた。海産魚介類の  

うち魚類が49種（46％），甲殻類が18種（17％），その  

他（軟体動物類および棟皮動物類）が39種（37％）の  

合計106種が種苗生産されている。  

対象種別の疾病発生状況 2000～2006年度（2000年4  

月から2007年3月）に報告された情報を，疾痛毎に動  

物種別に取りまとめたものが表2である。合計で444件  

の疾病の発生があった。動物群別の構成割合は図1に示  

したとおりである（。魚類における疾病発生が331件   

動物種  種類数  構成割合（％）  

魚類  

甲殻類  

その他  
（軟体動物類，株皮動物類）  

計  

49  46  

18  17  

39  37  

106  100  

（74％）で最も多く．甲殻類が83件（19％），その他が  

30件（7％）であった。各動物群毎の疾病報告割合を示  

したものが囲2である。対象種106種のうち47種  

（44％）で報告があり，種類別では，魚類では対象49種  

のうち55種（67％），甲殻類では18種のうち6種  

（33％），その他では39種のうち8種（21％）であった。  

魚類で疾病報告件数が多く，かつ対象種の7割近い魚種  

で報告された。対照的にその他では，対象種類数は39  

種と多いが，疾病報告件数と疾病発生種類数は少なかっ  

た。魚類，甲殻類，その他における種別の報告状況を示  

したのが図3～5である。魚類で報告件数が多かったの  

は，ヒラメP釧Ⅵ／fc桁毎∫0仇ⅥCe〟∫の121件（38％）であ  

った。次いで，マダイアbgrzノ∫∽卸Orが46件（14％），ク  

ロダイ」c〟〃J力叩喝r〃∫∫C抽gピ／∫fが19件（6％），オニオコ  

ゼ血∫川桁J∫ノ呼0〃′c〟∫と マ コ ガ レ イP／e〟m〃eC／e∫  

γ0ん0ん〟刑βピがそれぞれ13件ずつ（4％），シマアジ  

P．－e乙／ゐcαr〟〃∬滋〃JαがIl件（3％），ク エ申メ〃甲カeJ〟∫  

わ川〃紺∫が10件（3％）であった。ヒラメでは，細菌性  

腹部膨満症，細菌性腸管白濁症，滑走細菌症とスクーチ  

カ症が，マダイでは滑走細菌症とマダイイリドゥイルス  

痛（redseabreamiridoviraldisease：RSIVD）が，クロダイ  

では，細菌性腹部膨満症が，オニオコゼではウズムシの  

寄生が，マコガレイではVNNと滑走細菌症が多く報告  

された。甲殻類では，クルマエビA血相岬e〃〟e〟∫  

ノ岬0〝血′∫の疾病が50件（55％）と最も多く，次いでガザ  

ミPorJ〟〃‡ノ∫什加ゎe汀〟／dればの22件（24％），ヨ シエビ  

ルね叫）e〃αe乙J∫e〃∫≠．ゞの11件（12％）の順となった。クル  

マエビでは末同定の真菌症が18件，PAVが13件であ  

った。ガザミとヨシエビでは．同様の真菌症がそれぞれ  

9件と5件であった。その他では，クロアワビ肋JわJ≠∫  

d料目指が17件（52％）でこのうち13件が筋萎縮症であ  

った。アカウニP▲－e〟ゐce〃如才乙J∫毎フ柁∫∫〟∫が5件（15％）  

で全て柿抜け症（仮）であった。メガイアワビ〟  

g如〃Jビ〟が4件（12％）であったが，いずれも原因は不  

明であった。  

原因別の疾病発生状況 原因別の報告件数は，細菌病が  

162件（36％），ウイルス病が112件（25％），不明が75  

件（17％），寄生虫痛が55件（12％），真菌痛が40件  

（9％）であった（表2）。   

ウイルス病では，VNNの報告が60件と最も多く，次  

いで榔が15件，筋萎縮症が14件であった。本種苗  

期疾病情報の中では，新たに，クロマグロ乃〟〃〃〟∫  
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表2．種苗期疾病の発生状況（2000～2006年度）  

報告年  発病サイズ（皿m）  原因    疾柄名＊1  
疾病報告件数  

（20－）   ステージ・2  

ウイルス性H血 タケノコメバル  
性敗血症  

TL50～60   15～18  1   4  40  64   

TL15～25  14    1   1  25  97  

ウイルス病  

112件   

（25）  

ホシガレイ  02  

ウイルス惟神経  
壊死症  

16～27  10   27  69  7～89  ヒラメ  02～04，05，07  TLlO一－75   

TL4～160  

TL4～150   

TL4～9  

TL4～6g  

TL20～120  

TL45～50  

TL38′、130   

TL8～60  

TLlO～50   

TL16  

TL23～39   

TL4′‾－9  

TL12～20  

TL20～40   

TLB′、勺   

FL77  

クエ  
マハタ  
ンマアジ  
クロマグロ  
オオニノヾ  
アカアマダイ  
シロクラノヾラ  
キジハタ  
マダラ  
マダイ  
チヤイロマルハ∠  
イシガキダイ  
コチ  
マコガレイ  
マサバ  
ヤイトハタ  

1
2
2
8
7
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6
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1
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5
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1
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0
 
 

＜l～100  

7′、－100  

5′、・一100  

30～100  

トー11   

＜l～4  

＜1～18  

10～100  

29～65  

31～100  

100  

95  

42  

80  

00～03，05，06   

00～03，06   

00～04  

01～03，05，06   
02～04   

03，04，06  

05，06  

0l，02  

01，03   

03，07  

0（S  

O2  

02  

01  

0（i  
O（i  

ウイルス性表皮  
増生症  

ヒラメ  00，02，06  

ホシガレイ  02  

メイタガレイ  04  

TL6～25    1（i～22   5   17  89    29・一100  

TL（う～8    18～22  

TLS～12  14  

ウイルス性腹水  
症  プリ  00～02    TL30～120   20～2（）  4   26  84   11～70  

ビルナウイルス ヒラメ  
病  

00  TL30～45  18    1   1  100  15  

マダイイリドゥマダイ  
イルス病  00～03，05   TL20～130   23～29  4

 
5
 
1
 
 

g8     くl′一一70  

ヤイトハタ  05  fL38～64  

ハマフエフキ  06  TL40′～45  

クルマエビ急性  
ウイルス血症  

クルマエビ    01～03，05    P15～90   23～2g 13   ヱ4  65    ＜1～100  

ヨシエビ  01，04  p44～63   26～28  2   2  67     5一－100  

筋萎縮症   クロアワビ  00～04  SL5～40  12～26 13  79  80  1～50  

マダカアワビ  04  SL7  15～22  1  1  100  SO  

オニオコゼ  0（〉  TL35～50    22～25  1   2  100     20～30   

TL14′～15    28′、29  1   1  100  76  

TL12′－17  1   1  100  

ヤイトハタ  
スギ  
ヒラメ  
マダイ  
マコガレイ  
トラフグ  
クロダイ  
スソアラ  
オニオコゼ  
ハマフエフキ  

16～ユ4  17  112  
15～25  15    60  

1：；～22   3    4  

1g～19   3    3  

23～25   2    2  

21～25   2    4   

24    1   l  

64    ＜1～100  

59  3～56  

36     20～30  

2j  5へgO  

17  5  

67     1l～74  

25  9  

滑走細菌症  01～05  TLlO～100  

00～06  

03，04，06  

01，02，04   

01，02   

00，01   

00   
05  

TL20～60  

TL15′－80  

TLI5～51  

TL20～40  

TL17～295  

TLlO～21  

TL30  22    1    5  63     57～93  

細菌性腸管白濁 ヒラメ  
症  

TL5′‾－18    1（）～22  17   92  （）9  2～99   

TL4～6    20～26  1   9  56  100  オニオコゼ  02  

細菌性腹部膨満  
症  

1～99   
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TL33～35  21   1   

TL12  21～22  1  

TLニー0へづ5   15～19  】  

TL20′－25    2（）～28  1  

TL80′－90    20一－21  1  

TL14へ一24  1  

TL40へ50  1   

P5～55    25′、27   2  

P6  25    】  

SL15へ一25   18～25  1  

SL20へ－28  24    1  

02～06  

01，02   

02  

00～01   

00   

04   

02   

02   

02   

02   

05   

05   

0（）  

02，0（i   

O】   

03   

05  

1  100  

3  ：‡3     20～66  

3  20  50  

1  100  （）5  

2  67     14～33  

壊死症（仮） アミメノコギリフ  01，02  Z2～M  30   3   5  24   99～100  

ガザミ  05，06  Z2～3    25～27  2    3  9  100  

クルマエビ  01  TL20  ヱ0～27  1   3  100  15  

叔抜け症（仮）アカウニ  00，01，03～05   SD2～】5  】1～16  5   24  60   15～100  
パフンウニ  00，01  SD2～5   11～16  2   ：1  60    （）0～70  

斑点病（仮） シラヒゲウニ  00  

細菌性疾病  マダイ  氾  
クルマエビ  00～06  
クマエビ  02  

ガザミ  0〕  

SD2～15  22    1   1  100  90  

1  100  50  

1S  ユ5     1～100  

1  50  90  

4  44  75  

TL5～6    1（i～17  1  
Z3～Pユ0    2ユ～26   7  

24～25   1  

Z4～M     22′、26  1  
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表2．つづき  

寄生虫病 イクチオボド症 ヒラメ  01，02，04   

02   

00   

00   

07   

04  

TL15～70    1（i～21  

15～19  

TL20～30    12～17  

TLlO～19  14  

TL17～22    12～18  

TLlO～20    14～17  

5
 
1
 
1
 
1
 
4
 
つ
J
 
 

4
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

Z 5
 
 

0
 
0
ノ
0
 
～
1
2
3
2
8
。
↓
3
0
 
4
 
2
 
 

3
1
5
。
3
3
1
0
0
1
0
0
㈹
 
 

クロソイ  
ヤナギムシガレイ  
メバル  
タケノコメバル  
クスメバル  

ウーディニウム  
症  トラフグ  02，04  TL63～102   2（）～29  

オニオコゼ  03  TL30～40  25   l  

ウズムシ寄生  
（仮）  

オニオコゼ  00，06  n50～70  18～22  2   2  67   若干～100  

クリプトビア症カサゴ  00，06  TL9～12   16～1g  2   6  100    4～50  

スクーチカ症 ヒラメ  00～02，04～06  TL25～100  17～24 12   22  4g     く1～75  

40     10～50  

100  100  

50   若十～100  

17  30  

50  5～10  

マダイ  
オニオコゼ  
メイタガレイ  
クロソイ  
タケノコメバル  

02，04  TL30～50   15～19   3   4  
04  

04  

01  

04  

TL13～15    22～25   1   2  
TL8～30    10～20   1   1  
TL10～15  18    1   1  

TL20～40   12／－18  1   l  
トリコディナ症マダラ  05  TL110～160    9   1  1  100  14  

オペネデニアヵンパチ  02   TL97～123  28 11  50  10  

キジハタ  00  TL70～90  19～21 1  1  100  25  

白点病  キジハタ  
オニオコゼ  
マダイ  
スギ  
トラフグ  

00，06  TL25～50   24～28   2   5  18     70～100  

27  30  

100  5  

100  100  

60  10  

00  

00  

04  

04  

TL9～14  26    1    4  

TL12～20  21   1   1  

TL30′－50    27～28  1    5  
TL15～40    26～27   1    3  

ビバギナ症  マダイ  02，03  TLSO～120   23～26   3    6  60  5～50  

ル‾クリネラクロソイ  Ol，02   TL13～1615～19 2 3   60   6～12  

寄生 スジアラ  01  E～TL3 28～291 2  10 10～50  

ツリガネムシ寄  
生  ヨシエビ  02  25～29  1   2  100  50  

クマエビ  02  24～25  1  1  50  96  

ヒラメ  05  TL50  23   1  1  25  60  

クロソイ  02  22～23  1  1  50  21  

オニオコゼ  02  24～25  1  1  100  20  

真菌病  オクロコニス症マダイ  04  TL30  23～26  1  10  100  10  

シマアジ  04  TL60～100  17～24  1   2  100  20  

マダイ  04  
オニオコゼ  04 

オニオコゼ  01，肥  

クルマエビ  00一－06  

ヨシエビ  OqOl，03  

ガザミ  00～05  

アミメノコギリフ  Ol，氾  

ミズカビ病   

莫菌症  

TL22～66  

TL20～25  

TLll～44  

N2～P21  

N2～P7   

Zl～4   

Zl～3  

20    1   1  100  5（i  

25～26   1    3  

17～26   2    5  

22～27  18    59  

22～2g   5   10  

22～2g   9    20   

30     2    3  

60     20・・－30  

36  7～14  

3S l～100  

29    1～100  

16     50～100  

2：事     52～100  

不明 りホラ症  
（  ガザミ  Z3～4     20～2S l l  100  50  

75件（17） 不明  21種  74 104  

合計  444 1203  

疾病名と記載順は基本的に日本魚病学会で選定された疾病名冨）に準じた  
TL：全長，FL尾叉長，SL：殻長，SD：殻径，E：卵，N：ノープリウス，Z：ゾェア，M：メガロ／i，ミシス，P：ポストラーバ  

A：1機関，l対象種，1疾病を1件とした報告件数，B：飼育事例別疾病報告件数  
飼育事例別疾病報告件数／飼育事例数×100  
－：不明  

図1．報告された疾病の対象種別の橋成割合   

D魚類＝ 331件  lコ甲殻類‥83件  回その他‥ 30件  

－ 60 －   
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甲殻類  その他  

図2．分類群ごとの疾病報告割合   

■：疾病報告あり，□：疾病報告なし，図中の数字は種類数を示す  

6％  

図3．魚類の種別疾痛報告状況   

ロヒラメ121件  ロマダイ46件  田クロダイ19件  

田マコガレイ13件 ロシマアジ11件 ■クエ10件  
■オニオコゼ13件  

日その他87件   

－ 61－  



図4．甲殻類の種別疾病状況   

ロクルマエビ50件ロガザミ22件田ヨシエビ11件tその他8件  

図5．その他の種別疾病報告状況   

【コクロアワビ＝17件  ロアカウニ：5件  臼メガイアワビ：4件  ■その他：7件  

－ 62 －   



されていたが6－7），本報告でヨシエビ ，クマエビPe〃αe〟∫  

∽0〃0ゐ〃のツリガネムシ寄生（仮），クロソイ∫．∫C力／egeJ～  

のブルークリネラ症，カサゴのクリプトビア症，スジア  

ラの原虫感染症，マダラのトリコジナ症，カンパチ，キ  

ジハタ且βたααrαのネオベネデニア症，マダイのビバギ  

ナ症が新たに追加された。本疾病情報で新たに発生が確  

認された寄生虫病の雁病魚種は，スクーチカ症でマダ  

イ，オニオコゼ，メイタガレイ，クロソイ，タケノコメ  

バル，イクチオボド症でクロソイ，ヤナギムシガレイ  

乃〃〟た加抽〟カαrα≠，メバル，タケノコメバル，ウスメバル  

であった。スジアラPJecJ′てpO∽〟∫Je甲肌払∫の原虫感染  

症では，Jc加毎0成〃ブ〟椚屈原虫が受精卵内や仔魚の卵黄  

中で分裂増殖し，卵や仔魚が死亡に至るが，防除法とし  

てオキシダント殺菌海水中で親魚を産卵させることが提  

案されている20）。   

真菌病では，新たにマダイ，シマアジのオクロコニス  

症，マダイ，オニオコゼのミズカビ痛が報告され，オニ  

オコゼで末同定の莫菌症が報告された。   

不明病では，ガザミに上～c′〃叩力orα属の珪藻が付着す  

るリクモホラ症（仮）の発生があった。  

地域別の疾病発生状況 参加95機関のうち74機関  

（78％）で疾痛の発生が報告された。疾病報告機関の割  

合は，四国地区と九州地区がそれぞれ90％と高く，次  

いで近畿地区の83％，中国地区の82％であり，最も低  

い関東地区は44％であった。1994～1999年における  

疾病報告機関の割合は，中国，四国，九州地区で75～  

82％と高く，関東，北海道・東北地区では，40％以下  

であったのに射し7）のに対し，2000～2006年度の報告  

機関の割合は，同様に西日本が高いのに加えて，北海  

道・東北地区においても72％と高くなった。疾病報告  

件数は，九州地区が157件（35％）と最も多く，次いで  

北海道・東北地区の62件（14％），中国地区58件（13％）  

となり，関東地区は23件（5％）と少なかった（表3）。  

1994～1999年までの地域別の疾病報告件数は，中国，  

四国，九州地区の西日本において高い値を示し，関東お  

よび北海道・東北地区では低かったが7），2000～2006  

年度では，西日本に加えて北海道・東北地区で高かっ  

た。これは，北海道・東北地区において，ヒラメの腹部  

膨満症，細菌性腸管白濁症，滑走細菌症が多く発生した  

ことによると考えられる。  

被害状況 報告件数が10件以上で複数回発生し疾病発  

生率（疾病発生事例数／飼育事例数）が約7割以上の疾  

痛として，ヒラメ，マハタ，アカアマダイのVm，マ  

ダイのRSIVD，ブリ鮎rわ／αヴ〟～〃ヴ〟er〟訪〟J〟のウイルス  

性腹水症（viralascites：VA），クルマエビのPAV，クロ  

アワビの筋萎縮症，クロダイ，マダイの細菌性腹部膨満  

症，ヒラメの細菌性腸管白濁症，マダイのオクロコニス  

症があり，ウイルス痛が発生した場合には治療方法がな  

いため廃棄処分せざるを得ない。また，死亡率が併せて  

報告されたクロダイの細菌性腹部膨満症では6例中5  

Orね〃Jα／ね，オオニベ力作排和∫0∽〟∫ノ呼0〃gC〟∫，アカアマダイ  

βrα〃C／7わ∫Jeg〟∫ノ呼フ0〃～c〟∫，シ ロク ラ ベ ラCゐoe和（わ〃  

∫ノわe〃Jef〃ブ7，マダイ，チャイロマルハタg．coわ7滋∫，マサ  

バ旋0椚占eり（pO〃gC〟∫においてVNNの発生が報告された。  

VNNはこれまでに海外の発生例を含むと14科30種の  

魚種から発生が報告されていることから11112），今後も発  

生魚種が増加する可能性が考えられる。その他のウイル  

ス病で新たに発生した魚種は，RSIVDでヤイトハタ且  

∽αJαゐαrブc〟∫，ハマフエフキエe才力r～〃〟∫〃e∂〟わ∫〟∫，ウイルス  

性表皮増生症（viralepidermalhyperplasia：VEH）でホシ  

ガレイ柁rα甲erVαr廃〟加，メイタガレイP／e〟m〃わ加砂∫  

cor〃〃ねげであった。また，新たにタケノコメバル  

鮎占α∫Je∫0飢b〃g〟∫，ホシガレイのウイルス性出血性敗血症  

（viralhemorrhagicsepticemia；VHS），ヒラメのビルナウ  

イルス病，マダカアワビの筋萎縮症が発生した。   

細菌病では，滑走細菌症が44件，細菌性腹部膨満症  

が34件，ビブリオ病が30件と多く，マコガレイ，ヒラ  

メの非定型エロモナス症，アミメノコギリガザミ鱒γJ／α  

∫err〟Jαおよびガザミの壊死症（仮），シラヒゲウニ  

Ⅳ桓〃e〟∫Je∫grαJ～他の斑点病（仮），ヤイトハタのエビテ  

リオシスチス類症が発生した。このうちマコガレイの非  

定型エロモナス症は，非定型de用∽0〃α∫∫αJ∽0〃fcfゐに  

よる感染症で，水温が17℃前後の水温時に発生し注意  

すべき疾病であるとされている13）。ガザミ類の壊死症  

（仮）は，ガザミでは原因が不明であるが細菌の関与が  

疑われており14），アミメノコギリガザミではグラム陰  
性の長梓菌が原因である15）。シラヒゲウニの斑点病で  

は，単年度のみの報告で原因は特定されていないが，細  

菌による疾病と考えられている。また，同じウニ類の疾  

病では，北日本で種苗生産されているエゾパフンウニ  

・＼－／′川′ヾl、／‖t川／′川′ハん情・′ソ机∴／′い：／川ハ・〟仙′′／＝′′、l－．トー・、上  

の斑点痛がある16）。本疾病は，水温が低い時期に複数  

年に渡って発生していることから，シラヒゲウニとエゾ  

パフンウニの事例では発生要因が異なると推察される。  

一方，低水温期には，アカウニ，シラヒゲウニの林抜け  

症（仮）があり，アカウニでは滑走細菌が原因とさ  

れ刷，シラヒゲウニでは長梓菌が原因菌と疑われてい  

る】8）。発生水温や原因菌の形態が類似するなど両疾病  

の共通点は多く，シラヒゲウニでの防除法19）が量産飼  

育で使用できる技術開発が期待される。新しく疾病が発  

生した魚種として，滑走細菌症ではウスメバル∫eゐα∫Je∫  

才力0〝甲∫0〃f，タケノコメバル且0飢b〝g〟∫，クロダイ，シマ  

アジ，スズキ⊥α加／α占r以ノ甲0〃わ〟∫，オニオコゼ，シロク  

ラベラ，ハマフエフキ，クロアワビ，マダカアワビが，  

細菌性腸管白濁症ではオニオコゼが，パスツレラ症では  

スギq岬わ椚erメαノ呼0〃わαが，辣抜け症（仮）ではパフ  

ンウニが，シェードモナス症ではヒラメ，カサゴ  

∫e占α∫〆ねc〟∫∽αr〝70rαねびが，報告された。   

寄生虫病では，スクーチカ症の発生が19件と最も多  

かった。また，1999年までに10種類の寄生虫病が報告  
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表3．地域別の種苗期疾病報告件数（2000～2006年度）  

疾病発生  

報告種苗 （B／A）  

生産機関  ％  
数（B）  

種苗生産  

機関数   

（A）  

疾病発生  

都道府県   

数  

疾病報告件数  
地区（県名：県数）  

C（％）  D（％）  

北海道・東北（北海道，青森，岩手，宮城，秋  
田，山形，福島：7）  

関東（茨城，千葉，東京，神奈川：4）  

中部（新潟，富山，石川，福井，静岡，愛知：  
6）  

近畿（三重，京都，大阪，兵庫，和歌山：5）   

中国（鳥取，島根，岡山，広島，山口：5）   

四国（徳島，香川，愛媛，高知：4）  

九州（福岡，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，  
鹿児島，沖縄：8）  

7  

4  

6  

5  

5  

4  

8  

18  13  

9  4  

15  11  

12  10  

11  9  

10  9  

20  18  

72  62（14） 265（22）   

44  23（5）   74（6）   

73  46（10） 125（10）   

83  56（13） 120（10）   

82  58（13） 136（11）   

90  42（10） 112（9）   

90   157（35） 371（31）  

合計  39  39  95  74  78  444（100）1203（100）  

C：1機関，1対象種，1疾病を1件とした報告件数  

D：飼育事例別疾病報告件数  

例，マダイの細菌性腹部膨満症では3例中3例，ヒラメ  

の細菌性腸管白濁症では16例中14例で死亡率が50％  

以上であることから，これらのウイルス病や細菌病は種  

苗生産に与える被害が大きく，種苗生産過程での防除対  

策の確立が望まれる。   

死亡率が高い疾病としては，ヒラメ，クエ，マハタ，  

シマアジ，クロマグロ，オオニベ，キジハタ，マダイ，  

イシガキダイqフJeg〃〟才力〟叩〟〃CJαね措，マゴチタ／叫C（pゐαJ〟∫  

sp．およびマサバのVNN，ヒラメとホシガレイのVEH，  

ホシガレイのVHS，クルマエビとヨシエビのRAV，マ  

ダカアワビの筋萎縮症，ヒラメ，トラフグ乃ん拘g〟  

r〟占ゆe∫およびハマフエフキの滑走細菌症，アカウニの  

辣抜け症（仮），ヒラメ，クロダイ，マダイおよびウス  

メバルの細菌性腹部膨満症，ヒラメとウスメバルのビブ  

リオ病，ヒラメとオニオコゼの細菌性腸管白濁症，スギ  

のパスツレラ症，マコガレイの非定型エロモナス症，ヤ  

イトハタのエビテリオシスチス類症，アミメノコギリガ  

ザミとガザミの壊死症（仮），シラヒゲウニの斑点病  

（仮），クルマエビとクマエビの未同定の細菌性疾病，オ  

ニオコゼとメイタガレイのスクーチカ症，ヒラメ，メバ  

ルおよびタケノコメバルのイクチオボド症，キジハタと  

スギの白点病，クマエビのツリガネムシ寄生，オニオコ  

ゼのウズムシ寄生症（仮），クルマエビ，ヨシエビ，ガ  

ザミ，アミメノコギリガザミの末同定の真菌症が挙げら  

れる。これらは死亡率が80％以上になる事例があり，  

種苗生産過程で発生すると被害が大きくなると考えられ  

た。  

種苗期疾病の発生状況1989～1994年机，1994年～  

1999年7）における，原因別の発生報告割合は，それぞ  

れの期間においてウイルス痛が24％と27％，細菌病が  

23％と23％，真菌痛が14％と15％，寄生虫痛が2％と  

4％であり，発生状況に大きな変化はなかった。一方，  

2000～2006年度での発生報告割合は，ウイルス病は  

22％，真菌病が9％とやや減少した。細菌病は36％，寄  

生虫病は13％といずれも増加し，いずれの疾病も新た  

な魚種での発生が報告されたため，割合が増加したと考  

えられる。複数年にわたり報告された疾病は，VNN  

RSIVD，筋萎縮症，滑走細菌症，疎抜け症（仮），細菌  

性腹部膨満症，ビブリオ病，細菌性腸管白濁症，スクー  

チカ症，甲殻類の真菌症があり，これらの疾病は，1989  

～1999年6，7）においても同様に報告されていることか  

ら，種苗生産期間で発生する主な疾病の種類は，大きく  

は変化していないと言えよう。   

種苗生産の初期においては，感染性の疾病のみなら  

ず，環境要因などにより仔稚魚などが大量に死亡するこ  

とがあり，死亡が感染症によるかを判断するためには，  

疾病診断法の確立が必須である。本疾病情報に多く報告  

された疾病のうち，VNN，PJW，RSIVD，VHS，VEH，  

VAは，PCR法による診断法が開発されており2126）， 迅  

速診断法が確立した疾病は，報告件数が多くなった可能  

性が考えられる。最近，DNAチップを用いて多種類の  

病原体遺伝子を簡易に且つ一度に検出できる方法が開発  

されている27）。これらの方法を活用することにより，  

これまで主にその特徴的な症状により診断されている細  

菌性腹部膨満症や細菌性腸管白濁症，また，不明と報告  

された情報についても，既報の原因体によるのか明確に  

できると考えられる。   

以上のことから，種苗期の疾病発生に関する情報交換  

により，種苗生産過程において発生する主たる疾病の種  

類は，1989～1993年度，1994～1999年の期間と2000  
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～2006年度の期間で大きく変化しておらず，依然とし  

て安定生産を妨げる要因となっていることが分かった。  

また，VNNやRSIVD，滑走細菌症，オクロコニス症，  

スクーチカ症，イクチオボド症等において，疾病が発生  

した魚種は増加していることが明らかとなり，被害がよ  

り拡大することも予想される。種苗生産時の疾病発生を  

低減するためには，迅速な診断を始め予防や治療に向け  

た技術開発が継続して必要である。本種苗期疾病情報に  

より生産現場における疾病発生状況を把握し，その情報  

を整理・共有することは，種苗生産時の疾病発生の低減  

に資すると考えられ，詳細で正確な情報を収集するため  

の努力が今後も必要である。  
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